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掛川市講演会＆ミニシンポジウム「徳川家康と掛川城のかかわり」 2023年2月25日(金)

懸川城の朝比奈氏･今川氏･徳川氏 静岡市文化財保護審議会委員／2023年NHK大河ドラマ｢どうする家康｣古文書考証

大石 泰史(大石プランニング主宰)
※この資料は本日の講演のためだけに作成したものですので、転載・撮影及びインターネットでの公表をお断りさせていただきます

はじめに

▶『掛川市史』編纂から

四半世紀：研究の進展

→資料編古代･中世:2000

年刊行↔通史編:1997年

⇒丸島和洋氏による整

理(丸島2019)：｢懸河

城主｣朝比奈備中守家

の立場

☞駿河朝比奈氏の系統

／通称に｢又｣字ð花

蔵の乱で没落したた

め惣領家に

☞通称｢弥｣字･実名(＝

通字)｢泰｣字

☞文亀元年(1501)まで

に社山城(磐田市)攻

略(宗長手記『県史』

⑦303)／遠江北部担

当⇄南部＝高天神城

☞庶流＝紀伊守家／宇

津山(浜松市)城代

☞泰能＝懸河城主では

なく、さりとて懸河

城代でも説明がつか

ない＝今川家宿老と

評するのが良い

☞泰朝＝｢懸河｣朱印

の使用(後述)…懸河

城代として領域支配

を行う／上杉氏との

外交にも関与／駿河

府中(駿府)逃亡後の氏真を保護↔城主：徴税等の文書見えず

→戦国期今川領国下の｢懸河｣：文言＝｢懸河｣｢懸川｣が多く、｢掛川｣は時代が降る(表参照)

⇒永禄12年(1569)に集中：38通(対徳川･武田時代＝43＋7通←51～57)／｢城｣関係＝21通

〔背景〕永禄11年12月＝信玄駿河侵攻⇔駿甲相三国同盟破棄…家康ほぼ同時に遠江侵攻

大石作成
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ð今川氏真、駿府から遠江国懸川城(静岡県掛川市)へ／翌年5月＝氏真、懸川城を家康

に明け渡し、氏康の庇護下に

☞武田氏･徳川氏による駿河･遠江侵攻…今川領国の不安的な時期、合戦状況によって文

言が確認 ↔ それまでは今川領国において特に問題のない地域

Ä 備中守家による支配の安定が図られていたと想定

è朝比奈氏の領域支配／他大名への影響 について検討

1.今川氏による拡張

▶懸河城：築城･築城者＝不明 ← 朝比奈氏＝義元の父氏親の命による

→宗長手記：史料1＝大永2年(1522)･6年の普請

↑宗長：連歌師←今川領国のみならず他国へ

も連歌興行を行い行脚／今川氏｢在京雑掌グ

ループ｣の一人

⇒不明確な城の規模：「外城のめぐり六、七百間」

｢堀あり。嶮々｣｢堀は幽谷のごとく｣

☞｢掛川古城｣(以下｢懸河城｣)で見当たらず

…外城：本丸に対して外郭／根城に対して
そとじろ そとぐるわ ね じ ろ

端城／本城に対して支城(日本国語大辞典)
は じ ろ

↑事例：本記事

Ä懸河城に外城＝外郭が存在

↔｢正保遠州掛川城絵図｣

…写真1

↑正保年間(1644ｰ1648)

ñ戦国の｢残像｣

現掛川市総合福祉センタ

ー東の｢切り通し｣

⇔古称｢鎌倉道｣(戸塚和美

氏教示)

Ä｢中世の道｣を想起

☞戦国人に

とっての

｢城｣＝城主

や武士たち

だけのもの

ではなく、

城周辺に居

住する人々

が有事にお

いては逃げ

込む＝武家に保護を求める ← 2000年代以降の研究成果(by藤木久志氏) ⇔ 総構へ
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写真：正保遠州掛川城絵図

(国立公文書館所蔵)

現況写真：戸塚和美氏提供
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↑ex.小田原北条氏＝民衆による城の整備 ⇄ 領主の保護が前提

↑総構：戦国後半になって、城下の｢都市整備｣とともに造成

⇄城に対する民衆の考え方は、ほぼ普遍的と捉えて問題ないと想定

Ä規模は不明ながらも、懸河城(含：外城)にも民衆が城に逃げ込む ← 前提として築城

è史料1の記述＝懸河城の本城のあった大猷院殿霊廟近辺ではなく、かつて存在してい

た外城での普請も視野に入れる必要性

↑｢ここから城｣と案内者に示されれば、宗長はその通りに記載する

2.懸河城の｢城内｣

▶文書に見えない城内の記事：21通の｢城｣関連文書から

→｢大沢文書｣の1通：興味を惹かれる文書の現形(模式図参照)と内容

⇒横内折による送信(文書の現形)
よこのうちおり

：秘匿性を高める封式

↑封：発信者が受給者への敬意

を示す／通常＝文書の本紙を別

紙で｢包む｣／本紙のみで発信す

る場合もあるが、受給者の家格

が高い場合に工夫を凝らして敬

意を示す

ñ宛名：所書＝小路名(現代の
ところがき こ う じ な

名字)記載

差出：今川家御一家の連名

(ともに義元の｢元｣字拝領)

☞戦時であるため秘匿性を求め

るのは当然←情報漏洩の防止

⇄49のような｢内通｣は方いつで

も起こり得る…自身･一族の生

き残りのための行動

☞五大力尊：五大力菩薩

の加護で、先方に無事に

届くと信じられていた

↑五大力菩薩＝封文菩薩

とも(世界宗教用語大事

典)／金剛吼･竜王吼･
こ ん ご う く りょうおうく

無畏十力吼･無量力吼の
むいじゅうりきく むりょうりきく

5菩薩

☞糊付けの可能性＝一部

刃物による切込がありながら、ウハ書き部の上下のみ手で破っている

↑②＝発信者による切込…封締用

⇒宛名：大澤氏＝浜名湖東岸(村櫛)堀江城主／遠江国衆として存在…氏親段階から接触
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ð氏輝以降も国衆として対応…｢謹上｣「切紙」等の使用／家康の遠江侵攻にあたり今川

方として対抗

☞備中守家との関係＝永正3年(1506)～6年の間に朝比奈泰凞が｢大澤殿｣宛に書状発給

⇒煙硝の存在(文書内容)：戦略物資の保管と運搬 ← 黒色火薬製造に必須の火薬材料

☞｢ゑんせう六百｣：単位不明のため、量も判明せず

↑近世での呼称＝硝石･木炭･硫黄を用いて黒色火薬に ⇄ 「火薬｣に加工する必要性

Ä城内に｢加工場｣の可能性

☞｢進之候｣：懸河城ð堀江城へ運送

↑懸河城内に煙硝｢備蓄｣可能の場の存在

…名称としては煙硝蔵の可能性

⇄甲府城(江戸期、写真2)：火薬あるいは、

その原料を保管した施設(火薬庫)で、当

時の地表面から2mほど掘り下げた高さに

石敷きの床

↔高天神城…本丸石敷遺構の発掘(写真3)

Ä煙硝＝火薬や硝石製造が明文化され、そ

の存在が明らかになったのは16世紀中頃

(野澤ほか2020)⇔いずれかから輸送？

Ä城下で備蓄･加工していた可能性も否定で

きないが、当時のように城下に徳川勢が押

し寄せていたような場合、煙硝を奪取され

てしまう危険性もあるため、城内での確保

が必然と判断

Ä高天神城：今川氏＝水運確保のために必

要としていた城郭(大石2020)

è大量輸送であれば懸河城―高天神城―堀

江城の舟運が理想だが、高天神城も永禄12

年正月20日に今川氏から離反し始める(戦今2256)ため、移

送は不可能 …「路次不自由之間、先少渡申候」

Ø氏真＝今川家当主の居住する｢本城｣としての機能を有す

る一方、兵站機能も整った城

3.懸河城の｢領域｣

▶兵站基地としての懸河城：様々な｢モノ｣が通過する城

→史料2より：煙硝の存在 ⇄ 武具の想定

⇒武具の貸与：籠城する民衆に借用

☞弓矢･刀剣･甲冑･陣笠･旗指物･馬具類

→朝比奈泰朝の印判状：史料3

〔大意〕奥山郷(水窪町)奥山左近久友から犬居(春野町)天野

小四郎藤秀の許へ運ばれる兵粮は、森口(森町)･二俣口(天竜

↑写真2：甲府城煙硝蔵／↓写真3：高天神城本丸石敷遺構
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市)など何処でも通過させよ

⇒｢懸河｣印：今川氏の被官で、印章を使用している武将は泰朝のみ ← 宿老として存在

⇒発給時期：12月13日には駿府に信玄が来寇 ← ほぼ｢臨戦体制｣状態

⇔これ以前における印判状も存在せず←｢この段階｣だからこその印判使用？

↑遠州忩劇＝永禄6年12月～同9年10月以前に終息(久保田2005)でも懸河は安定

…｢はじめに｣言及

⇒宛名：津留奉行中 ⇄ 今川氏一門かつ従属国衆葛山氏＝駿東地域で塩留(戦今2141)。

☞この前後の今川氏の文書＝徳川氏よりも武田氏に注視 ↔ 引間城も落着

…塩留実施＝遠州忩劇で津留奉行が設置された可能性

☞｢津留奉行｣という名称＝海上もしくは河川交通の要衝地で津留を実施した機関と想定

…二俣口･森口＆奥山氏･天野氏の居点＝内陸ð津留は河川交通に関与

↑奥山郷･二俣＝天竜川沿いð朝比奈氏の

権限が懸河から両所に及び得た可能性

天野氏の拠点＝雲名←天竜川沿い…当地に

津留実施ð国衆領域への朝比奈氏の影響

…森＝太田川沿いの地点での津留？⇔天竜

川･太田川の要衝地における津留の実施

ð問題なく兵粮を廻送させようと文書を発

給(奥山郷―犬居＆懸河も想定内)

⇒兵粮の移送：食料の備蓄ð発送

☞懸河―森･二俣ルート ð 塩の道を想起(次

ページ図参照)

↑相良から懸河―犬居―青崩峠―信州へ

Ä朝比奈泰朝の権限＝非常事態であったため

かもしれないが、国衆の天野・奥山両氏の領

域、さらには天竜・太田両河川に関わる広域であったと考えられる

è太平洋海運･東海道輸送の接点としての懸河城

…平時(＝安定時)における様々な物資の流通 ð 朝比奈氏による確保･備蓄

Ø半年に及ぶ氏真籠城の背景

おわりに

▶他大名への影響：武田氏にはほとんど影響な

かった？←文書量一気に減少

↑(天正2年〈1574〉)11月4日付天徳寺宛／(天
(佐野宝衍)

正3年)6月3日付清野刑部左衛門尉宛のみ

→徳川方拠城へ：石川家成入城 ← 西三河旗頭

からの｢転身｣…家康にとって重要な城

⇒武田氏の求める城は高天神城？：高天神城

の攻防

↑武田勢＝海岸部の領域化(『図説 静岡県

｢塩の道｣概念図(『掛川市史』上巻P610)

天正6年頃の武田･徳川勢力図(『図説 静岡県史』P115)
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史』P115)

☞経済面を考えたとき、水運の拠点としての高天神城とセットでなければ利益は少ない

↑水運による膨大な輸送品の売買で得ることのできる利益の損失

☞南北の防衛ラインを考えたとき、東からの侵攻を防御するためにも、地理的に高天神

城とのセットが望ましい⇔家康：高天神城を勝頼に奪われて横須賀城(掛川市)築造

↑横須賀城：防衛ライン確保のため確実に必要な南部の城として機能

☞今川時代：朝比奈泰能＝寿桂尼を通じ、今川家の準一門に

高天神城の福嶋助春＝氏親の別妻の外戚となり、同じく今川家の準一門に

Ä今川時代：氏親･寿桂尼･氏輝段階で両城を押さえることができていたため、経済的･

軍事的にも懸河城の存在は効果的だったが、武田･徳川による高天神城の｢取り合い｣で、

相対的に懸河城もおそらく経済的にマイナスに ⇄ 軍事的には重要拠点

è懸河城＝高天神城とのセットで存在することで、(経済的にも軍事的にも)より大き

な〝利益〟をもたらす ← 信玄･勝頼はそれを理解して高天神城にこだわった……？

【主要参考文献】

相田二郎「古文書料紙の横ノ内折とその封式とに就いて」(寶月圭吾･高橋正彦編『日本古

文書学論集』2総論Ⅱ、吉川弘文館、1987年／初出：1941年)

有賀競：文／写真・イラスト：野中賢三『秘境はるか塩の道秋葉街道』(有賀競、1993年)

大石泰史「今川氏家中の実態―｢奉行衆｣｢側近衆｣｢年寄中｣の検討から―」(戦国史研究会

編『戦国期政治史論集 東国編』岩田書院、2017年)

同 『城の政治戦略』（KADOKAWA、2020年）

掛川市 『掛川市史』上巻（同市、1997年）

黒田基樹『戦国期東国の大名と国衆』（岩田書院、2001年）

静岡県 『静岡県史』通史編2中世（同県、1997年）

同 『図説 静岡県史』静岡県史別編3(銅剣、1998年)

野澤直美･高木翔太･福島康仁･高橋孝･村橋毅･高野文英「硝石製造法の史学的調査と実験

的検証に関する研究─わが国における3種の硝石製造法の比較─」(『薬史学雑誌』55

-2、2020年)

藤木久志『城と隠物の戦国誌』(朝日選書、2009年)

丸島和洋「今川氏家臣団論」（黒田基樹編著『戦国大名の新研究1 今川義元とその時代』

戎光祥出版、2019年）

【写真提供】

『馬伏塚城と高天神城展』展示解説(袋井市歴史文化館、2015年)

http://fukuroi-rekishi.com/siryo/20150114130902.pdf

山梨県ホームページ／甲府城研究室（埋蔵文化財センター）／甲府城内探検／煙硝蔵

https://www.pref.yamanashi.jp/maizou-bnk/ko-fu_zyou/jonai_tanken/jonaitanken_e

nshogura.html
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